
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 ⽬ 学 年 

102-192 高等学校 理科 生物基礎  

※発⾏者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生基 707 生物基礎 

 

１．編修の基本方針                                              
以下の点を編修の基本方針として，教育基本法第 2 条に示された教育の目標を達成できるよう

に配慮しました。 
 
① 生徒自らが，目的意識や見通しをもちながら，主体的・自律的に学習に取り組めるよう配

慮した。学習内容を正確に理解できるよう，基本的な事項を簡潔に扱うとともに，段階を
追って幅広い知識を身につけられるような構成とした。 

 
② 生物学が日常生活や社会と深く結びついていることを実感できるよう努めた。また，学習

内容が，ヒトのからだや人間活動とどのように関連しているのかがわかるように配慮し，
かつ学習者の生きる力を育成する内容豊かなものを中心に選定した。 

 
③ 生徒が探究の過程を通して学習できるよう配慮した。問いかけや投げかけを入れることに

より，生徒自身が教科書を読みながら，理科の見方・考え方をはたらかせられるような構
成とした。 

 
④ 実験・観察・調査・実習などの活動を通して，生徒どうしがコミュニケーションをはかり，

対話的に学習を進められる内容となるよう留意した。 
 

２．対照表                                                     
 

図書の構成･内容 特に意を⽤いた点や特⾊ 該当箇所 
生物基礎を学ぶにあた
って 
探究のプロセス 

DNA から身のまわりの環境に関することまで考え

ることで，幅広い知識と真理を求める態度が重要

であることがわかるよう配慮しました（第 1
号）。 

p.6～7 

自分で考え，調べ，研究していく態度や能力を身

につけるため，「探究のプロセス」を設けました

（第 1 号）。 

p.8～12 

第1章 生物の特徴 多様な環境に生息する多様な哺乳類を取り上げる

にあたっては，世界各地の環境と哺乳類を扱うこ

とで，世界に向けて視野を広くもって学習に取り

組めるようにしました（第 1 号）。 

p.26～27 

観察の材料として，自分の口腔上皮やヨーグルト

などの食品など，身近にあるものを取り上げるこ

とで，学習内容が生活と深く結びついていること

を実感できるようにしました（第 2 号）。 

p.33 
p.38 



 

日本人研究者である大村智氏の功績を取り上げる

ことで，伝統と文化を尊重し，それらを育んでき

た我が国と郷土を愛する心を養えるよう配慮しま

した（第 5 号）。 

p.38 

生命活動にエネルギーが必要であることを学習す

る箇所では，高校生の日常生活を想定した取り上

げ方をすることで，学習内容を自分事としてとら

え，主体的に学べるよう配慮しました（第 1
号）。 

p.42～45 

第2章 遺伝子とそのは
たらき 

DNA 模型を作製する実習においては，個人の成果

をクラス全体で共有するような誘導文を設けて，

互いに協力し合う態度を養えるよう配慮しました

（第 3 号）。 

p.69 
p.91 

遺伝情報の発現に関して，過去の研究者が行った

実験を紹介したり，それらをもとに考えさせるよ

うな問いを入れたりすることで，さまざまな研究

者による研究の積み重ねによって，現在の社会が

あることを実感できるようにしました（第 3
号）。 

p.70～73 
p.77 
p.92 

第3章 ヒトの体内環境
の維持 

健康や病気に関する事例を取り上げ，健康なから

だを保持することに向き合う精神を養えるよう配

慮するとともに，学習内容が生活に密接に関連し

たものであることを実感できるようにしました

（第 2 号）。 

p.113 
p.115 
p.126 
p.131 
p.144～146 

日本人研究者である本庶佑氏や北里柴三郎氏の功

績を取り上げることで，伝統と文化を尊重し，そ

れらを育んできた我が国と郷土を愛する心を養え

るよう配慮しました（第 5 号）。 

p.146～147 

第4章 生物の多様性と
生態系 

各バイオームに見られる植物・動物を多くの写真

で紹介することで，豊かな自然を実感するととも

にそれを大切にする心を育めるよう配慮しました

（第 4 号）。 

p.172～179 

生態系の保全の重要性を示すとともに，干潟や里

山など，身のまわりで見られる保全活動や人間社

会のあり方について取り上げ，環境の保全に寄与

する態度を養えるようにしました（第 3 号，第 4
号）。 

p.205～209 

生態系の保全について，国際的な取り組みの例と

して「生物多様性条約」や「ラムサール条約」，

「SDGs」などを取り上げることで，国際社会の平

和と発展に寄与する態度を養えるようにしました

（第 5 号）。 

p.205～209 

探究のテーマを見つけ
る 
探究の実践例 

自分で考え，調べ，研究していく態度や能力を身

につけるため，「探究のテーマを見つける」，

「探究の実践例」を設けました（第 1 号）。 

p.212～217 

生物図鑑 教科書に登場する生物を多くの写真をまじえて紹

介することで，生命を尊び，自然を大切にする態

度を養えるようにしました（第 4 号）。 

p.233～250 



 

日本の絶滅危惧種を取り上げることで，自然を大

切にし，守ろうとする心を育めるよう配慮しまし

た（第 4 号）。 

p.250 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色                     

学校教育法第 51 条に示された高等学校教育の目標を達成できるよう，以下のような点に配慮

しました。 

・各章のはじめに「中学校で学習したこと」を設け，内容を簡潔にまとめました。生徒がこれま

でに身につけてきた知識を活かして「生物基礎」の学習を進められるよう配慮しました（学校

教育法 第 51 条 第 1 号）。 

〔該当箇所〕 p.24，62，106，152 

・「生物基礎」で学習する内容と身近な話題に関連づけた「コラム」や，「⽇常⽣活や社会との
関連」などを設け，生徒が学習内容と日常生活とのつながりを実感できるよう配慮しました

（学校教育法 第 51 条 第 2 号）。 

〔該当箇所〕 コラム：p.38，49，68，115，125，131，147，191，202，206，209 

       日常生活や社会との関連：p.61，105，151，211 

・各章の最後には「チャレンジ！」を設け，身近な生物や生徒自身のからだの反応，自然環境や

社会問題などについて，学習した内容をもとに自分の考えを述べたり話し合わせたりする活動

を盛りこみました。主体的・対話的に取り組むことで理解を深め，社会の発展に寄与する態度

を養うことができるよう配慮しました（学校教育法 第 51 条 第 3 号）。 

〔該当箇所〕 p.61，105，151，211 

 

 

  



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 ⽬ 学 年 

102-192 高等学校 理科 生物基礎  

※発⾏者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生基 707 生物基礎 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                                  

Ⅰ．教科書の特色 
◎生徒が「目標」を意識し，見通しをもって学習できる 
・章はじめには，その章で学習することの⽬標を示し，生徒が見通しをもって学習できるように

しています。また，既習事項のうち，その章で学習することと関連している内容を簡潔に記し，
生徒がすでに学習している知識を活⽤して学習を進められるよう配慮しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・各節のはじめにも，生徒が見通しをもって学習できるように「この節の⽬標」を示しました。

また，節の最後には，目標に対応した「節末チェック」を設けました。「節末チェック」に取
り組み，学習した内容を振り返ることで，生徒が自分自身で学習内容の理解度をチェックする
ことができるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（▲章はじめ p.62～63） 

（▲節はじめ p.108～109） （◀節末 p.118～119） 



 

◎科学的に考え，探究する力を養える 
・学習にあたって生徒に考えさせたい内

容に，「Quest」を設けました。資料
などをもとに，まず生徒自身が考える
ことで，自ら見いだそうとする力や思
考力を養えるよう配慮しました。 

 

 

 

・生徒が物事を科学的に探究するための技能を身
につけ，理科の見方・考え方を養えるよう配慮
し，以下のような構成要素を設けました。 

巻頭「探究のプロセス」 p.8～12 

生徒が自ら疑問をもって探究し，結果をまと
め，発表するまでのプロセスをまとめました。 

巻末「探究のテーマを⾒つける」 p.212～213 

身近なものから探究のテーマとなる疑問を見
つける方法やヒントなどを扱いました。 

巻末「探究の実践例」 p.214～217 

探究のプロセスに沿って行った探究の実践例
を，具体的に取り上げました。 

 

 

・上記の構成要素以外に，教科書中の「実験」・
「観察」・「調査」・「実習」においても，さらな
る探究的な活動ができるよう，必要に応じて
「探究」として課題を設定しています。観察，
実験などを通して，思考力，判断力，表現力等
を養えるよう配慮しました。 

 
・章末の「チャレンジ！−探究する⼒を⾝につけ

よう−」では，探究のプロセスを部分的に行う
ことができる課題を設定し，科学的に探究する
力を養えるよう配慮しました。 

 

 

 

 

 

 

 

（▶Quest p.86） 

（▶探究のテーマを⾒つける p.212） 

（▲実験 p.109） （▲チャレンジ！ p.211） 



 

◎学習した知識を活用して考え，より深く理解できる 
・各章の最後には，学習内容の振り返りが

できる「知識の確認」や「補充問題」，
学習したことが日常生活や社会と関連し
ていることに気づかせる「⽇常⽣活や社
会との関連」を設け，生徒が学習して身
につけた知識を活用したり，物事を科学
的に考えたりできるよう工夫しました。 

 

 

・本文中には，教科書に書かれていること
を踏まえて考えさせる「問」を設けま
した。取り組むことで，学習したこと
について理解を深め，考える力を養え
るよう配慮しました。 

 
・巻末には「⽣物基礎で理解しておきたい

重要⽤語」を設けました。各分野で学習
する主要な概念を理解するうえで重要な
用語を，用語どうし関連づけて示し，主
要な概念の理解が深まるよう工夫しまし
た（p.218～232）。 

 
・本文で重要用語が出てくる見開きでは，

右下にチェック欄を設け，重要用語を確
認しながら学習を進められるような構成
にしました。 

 
 
 

◎生物や生物現象への興味・関心をもつことができる 
・本文では，学習内容に関連した身近な生物

の話題を取り上げた「コラム」，科学者に
よる研究の足跡を紹介した「探究の歴史」
などを設け，巻末には教科書中に出てくる
生物を写真とともに紹介した「⽣物図鑑」
を設けました。生徒が生物学に興味をもち
ながら学習できるよう配慮しました。 

 
 

◎その他の工夫 

・デジタルコンテンツとして，学習内容に関連した実験映像やアニメーション，参
考資料，活動を行うためのツールなどを用意しました。該当箇所に示した「Link」
アイコンを目印として，各見開きにある二次元コードから容易にアクセスできる
ようにし，生徒が主体的に学習に取り組めるよう配慮しました。 

・⽤紙は，丈夫で薄く軽いものを用い，生徒の日々の持ち運びに負担がかからないよう配慮しま
した。また，判型は A5 判で，軽くてコンパクトな扱いやすい大きさです。 

・図版の色使いにはカラーユニバーサルデザインに配慮するとともに，本文などの文字には見や
すく読み間違えしにくいユニバーサルデザインフォントを採用しました。 

・重要用語は太ゴシック体にし，すべてにふりがなを振りました。 

・文章は，高校生にわかりやすく読みやすい表現にするよう心がけました。 

（▶コラム p.131） 

（▲問 p.118） 

（▶知識の確認 p.104） 

（▲⽣物基礎で理解しておきたい重要⽤語 p.223） 



 

Ⅱ．教科書の構成 
１．前付 

⽣物基礎を学ぶにあたって 
探究のプロセス 

 
2．本文 

全体を 3 編 4 章で構成しました。本文中には以下の構成要素を設けました。 

章はじめ その章の学習の目標と，その章に関連する既習事項のまとめです。 

 その節の学習のゴール（目標）を示しています。 

 
本文の学習に入る前に，まず生徒に考えてもらいたい問いです。 

 
学習した内容を具体的に確かめたり，それと関連した生物現象を考
えたりするための実験や観察です。 

 本文をより深く理解するための補足的な内容を扱っています。 

 「生物基礎」の学習指導要領には示されていない内容ですが，興味
・関心に応じて学習することができる内容です。 

 本文の内容に関連した身近な話題を扱ったものです。 

 生物学の発展に重要な役割を果たした探究を紹介しています。 

 学習の理解度をはかる問いです。 

 生物学的な思考力を養うことができる考察問題です。 

 学習した内容をふまえて生徒に考えてみてほしいことを取り上げて
います。 

 「この節の目標」が達成できたかどうかの確認ができます。 

 

3．章末 
 
 
 
 
 
 

4．巻末資料 
探究のテーマを⾒つける 
探究の実践例 
⽣物基礎で理解しておきたい重要⽤語 
⽣物図鑑 

 

5．巻末付録 
DNA 模型の型紙 



 

２．対照表                                                         

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 
時数 

生物基礎を学ぶにあたって 
探究のプロセス 
予備学習1．顕微鏡観察の基本操作 
 2．ミクロメーターによる測定 

(1) 生物の特徴 
(2) ヒトの体の調節 
(3) 生物の多様性と生態系 

の探究に関する内容 

p.6～23 3 

第1編 生物の特徴 (1) 生物の特徴   

第 1 章 生物の特徴 (ｱ) 生物の特徴 p.24～61  

第 1 節 生物の多様性と共通性 ㋐ 生物の共通性と多様性 p.26～41 4 

第 2 節 エネルギーと代謝 ㋑ 生物とエネルギー p.42～47 2 

第 3 節 呼吸と光合成 p.48～59 4 

第 2 章 遺伝子とそのはたらき (ｲ) 遺伝子とその働き p.62～105  

第 1 節 遺伝情報と DNA ㋐ 遺伝情報と DNA p.64～73 4 

第 2 節 遺伝情報の複製と分配 p.74～81 4 

第 3 節 遺伝情報の発現 ㋑ 遺伝情報とタンパク質の合成 p.82～103 6 

第2編 ヒトの体内環境の維持 (2) ヒトの体の調節   

第 3 章 ヒトの体内環境の維持  p.106～151  

第 1 節 体内での情報伝達と調節 
(ｱ) 神経系と内分泌系による調節 
㋐ 情報の伝達 

p.108～119 6 

第 2 節 体内環境の維持のしくみ 
(ｱ) 神経系と内分泌系による調節 
㋑ 体内環境の維持の仕組み 

p.120～131 6 

第 3 節 免疫のはたらき 
(ｲ) 免疫 
㋐ 免疫の働き 

p.132～149 6 

第3編 生物の多様性と生態系 (3) 生物の多様性と生態系   

第 4 章 生物の多様性と生態系  p.152～211  

第 1 節 植生と遷移 (ｱ) 植生と遷移 
㋐ 植生と遷移 

p.154～169 5 

第 2 節 植生の分布とバイオーム p.170～181 5 

第 3 節 生態系と生物の多様性 
(ｲ) 生態系とその保全 
㋐ 生態系と生物の多様性 

p.182～193 5 

第 4 節 生態系のバランスと保全 
(ｲ) 生態系とその保全 
㋑ 生態系のバランスと保全 

p.194～209 5 

探究のテーマを見つける 

探究の実践例 

(1) 生物の特徴 
(2) ヒトの体の調節 
(3) 生物の多様性と生態系 

の探究に関する内容 

p.212～217 5 

  計 70 



 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 ⽬ 学 年 

102-192 高等学校 理科 生物基礎  

※発⾏者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生基 707 生物基礎 

 

ページ 記   述 類型 関連する学習指導要領の内容 
や内容の取扱いに⽰す事項 ページ数 

30-31 系統樹は何をもとにつくられるの
だろう？ 

1 (1) 生物の特徴 
(ｱ) 生物の特徴 
㋐ 生物の共通性と多様性 

「生物は進化の過程で共通性を保ちな
がら多様化してきたことを扱うこ
と。」に関連。 

0.5 

40 真核細胞を電子顕微鏡で見てみよ
う 

1 (1) 生物の特徴 
(ｱ) 生物の特徴 
㋐ 生物の共通性と多様性 

1 

51 呼吸の過程を詳しく見てみよう 1 (1) 生物の特徴 
(ｱ) 生物の特徴 
㋑ 生物とエネルギー 

「呼吸と光合成の概要を扱うこと。」
に関連。 

1 

53 光合成の過程を詳しく見てみよう 1 1 

55 すべての生物が呼吸をしているの
だろうか？ 

1 (1) 生物の特徴 
(ｱ) 生物の特徴 
㋑ 生物とエネルギー 

1 

56 カタラーゼのはたらきと過酸化水
素 

2 (1) 生物の特徴 
(ｱ) 生物の特徴 
㋑ 生物とエネルギー 

「酵素の触媒作用や基質特異性，ATP
の役割にも触れること。」に関連。 

0.25 

57 基質特異性と活性部位 1 0.25 

58 酵素はどんな環境でも同じように
はたらくのか？ 

1 0.75 

67 塩基の結合に相補性があるのはな
ぜ？ 

1 (1) 生物の特徴 
(ｲ) 遺伝子とその働き 
㋐ 遺伝情報とDNA 

0.5 

76 DNA ポリメラーゼ 1 (1) 生物の特徴 
(ｲ) 遺伝子とその働き 
㋐ 遺伝情報とDNA 

「DNAの複製の概要を扱うこと。」に
関連。 

0.25 

81 がんの発症には細胞周期の異常が
関係している 

1 (1) 生物の特徴 
(ｲ) 遺伝子とその働き 
㋐ 遺伝情報とDNA 

「細胞周期とDNAの二重らせん構造に
ついても触れること。」に関連。 

0.75 

84-85 タンパク質の構造 1 (1) 生物の特徴 
(ｲ) 遺伝子とその働き 
㋑ 遺伝情報とタンパク質の合成 

2 
93 遺伝情報が変化すると，何が起こ

るのだろうか？ 
1 1 

94-95 タンパク質合成のしくみを詳しく
見てみよう 

1 (1) 生物の特徴 
(ｲ) 遺伝子とその働き 
㋑ 遺伝情報とタンパク質の合成 

「転写と翻訳の概要を扱うこと。」に
関連。 

2 



 

97 細胞はなぜ分化する？ 1 (1) 生物の特徴 
(ｲ) 遺伝子とその働き 
㋑ 遺伝情報とタンパク質の合成 

「全ての遺伝子が常に発現しているわ
けではないことにも触れること。」に
関連。 

0.75 

98-99 分化した細胞は同じ遺伝情報をも
つのか？ 

1 2 

101 遺伝子の発現を調節する領域 1 (1) 生物の特徴 
(ｲ) 遺伝子とその働き 
㋑ 遺伝情報とタンパク質の合成 

「遺伝子とゲノムとの関係にも触れる
こと。」に関連。 

0.25 

102 ヒトのゲノムはみんな同じなの
か？ 

1 0.5 

103 DNA 型鑑定とは？ 1 1 

112 神経伝達物質 1 (2) ヒトの体の調節 
(ｱ) 神経系と内分泌系による調節 
㋐ 情報の伝達 

「体内環境の変化に応じた体の調節に
神経系と内分泌系が関わっていること
を取り上げること。」に関連。 

0.25 

117 水溶性ホルモンと脂溶性ホルモン 1 0.25 

130 血液凝固のしくみ 2 (2) ヒトの体の調節 
(ｱ) 神経系と内分泌系による調節 
㋑ 体内環境の維持の仕組み 

「血液凝固にも触れること。」に関
連。 

0.25 

136 トル様受容体 1 (2) ヒトの体の調節 
(ｲ) 免疫 
㋐ 免疫の働き 

0.25 
137 炎症はどのようなしくみで起こる

のか？ 
1 1 

138 リンパ球の受容体 1 0.25 
139 自己と非自己はどのように識別さ

れるのか？ 
1 0.5 

143 抗体はどのような構造をしている
のか？ 

1 0.5 

147 花粉症はどのようなしくみで起こ
るのか？ 

2 (2) ヒトの体の調節 
(ｲ) 免疫 
㋐ 免疫の働き 

「身近な疾患の例にも触れること。」
に関連。 

0.5 

162-
163 

先駆植物と窒素固定細菌 1 (3) 生物の多様性と生態系 
(ｱ) 植生と遷移 
㋐ 植生と遷移 

0.25 

187 生物多様性－「生物が多様であ
る」とは？ 

1 (3) 生物の多様性と生態系 
(ｲ) 生態系とその保全 
㋐ 生態系と生物の多様性 

0.75 

189 生産力ピラミッド 1 0.25 
後見返

し 
さらに広がる生物の世界 1 (1) 生物の特徴 

(2) ヒトの体の調節 
(3) 生物の多様性と生態系 

2 

 合 計 23.75 

 
（「類型」欄の分類について） 

１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 




